





















した結果、雄連鎖地図は 374 マーカー座位、雌連鎖地図は 366マーカー座位から構成され、ともに
クロマグロ染色体数（24 対）に一致する 24 の連鎖群からなる連鎖地図を作成した。連鎖地図上の






 第 2 章では、クロマグロ連鎖地図情報を用いて、クロマグロ稚魚の成長形質に関する QTL 解析
を行った。クロマグロ連鎖地図作成に用いた 18日齢幼魚 93個体の標準体長は平均 9.4 mm、標準誤
差は 0.13 mmであった。R-QTLによる Composite interval mappingを行った結果、雌親に由来する連
鎖群 10の 25 cM 付近において、LODスコア（3.3）を示す QTLが検出された。 
 第 3 章では、イリドウイルス病抵抗性に関する QTL 解析を行った。同胞 130 個体と親魚 2 個体
を 190 座位のMSマーカーを用いて解析した。R-QTL による Composite interval mappingを行った結















 学術論文は 1 編が第 1 著者として受理済み（T. Uchino et al., Advances in Bioscience and 
Biotechnology, in press.）であるとともに、研究発表は、国際会議 2回を行っていること、学術論文
は英語で書かれており、かつ、国際会議において英語で発表しており、語学については問題ないと
判断した。 
 以上から、申請者について論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
